
■
J

F

創価大:)

21ドラフXj
2016年(平成28年) 鰤篇籾鵞

InIOB
東京本社03一5479- 1111
』〒108-8485港区港南4-6-49

?
l大岐本社06一ワワ32-2311
! = F = 5 3 1 - 8 5 5 8 ; lヒ区野崎町5 - 9

日曜日医目 読売大阪ピJレ

[jg;iIHtiSI : http:
//www.hochi.co.jp
日刊〇報知新聞社2016

2
第48279号

昭和21年1 2月1 4日
第三種郵便物認可

Il,llj
-1

この霧、
~ ) ' ' * ' * D R  Y *

o s棘されたクリアな棘、辛[L_..) >.

腿圃飲灘鑓 2 0 簾 に な っ て 合ら・飲酒運転は法律で麟鑓 | さ れ で い ます。アサヒ廿市ル株式会社 A

v
朧

朧

閤

饂

畷
今
秋
ド
ラ
フ
ト
超
目
玉
で
最
速
1
5
6

譜
を
誇
る
創
価
大
の
田
中
正
義
投
手
(
3

年
)
が
9
日
、
東
京
・
八
王
子
市
内
の
同
校

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
本
格
始
動
し
た
。
巨
人
は

山
下
哲
治
ス
カ
ウ
ト
部
長
(
6
2
)
が
自
ら
視

察
に
訪
れ
る
な
ど
1
位
候
補
と
し
て
密
着

マ
ー
ク
。
国
内
合
計
8
球
団
用
人
の
ス
カ

ウ
ト
が
大
集
結
し
た
。
巨
人
・
沢
村
、
菅
野

が
持
つ
神
宮
学
生
最
速
1
5
7
譜
の
更
新

に
と
ど
ま
ら
ず
、
濃
密
な
投
球
を
追
い
求

め
て
い
く
。
史
上
初
の
投
球
団
1
位
指
名

の
可
能
性
を
秘
め
る
逸
材
は
、
抜
群
の
注

目
度
で
大
物
ぶ
り
を
発
揮

し
た
。
【
4
、
最
終
面
に
閾

[
ノ
連
記
事
】

下
町
ロ
ケ
ッ
ト
.
.

昨
年
の
秋
季
リ
ー
グ
戦
は
6
登
板

で
6
勝
0
敗
、
新
記
録
の
防
御
率
0

・
0
0
を
マ
ー
ク
す
る
な
ど
プ
レ
イ

ク
。
そ
ん
な
右
腕
の
今
年
の
テ
ー
マ

は
「
圧
倒
」
だ
。
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
同

じ
敷
地
内
に
建
つ
創
価
大
で
は
、
昨

年
末
ま
で
T
B
S
系
ド
ラ
マ
「
下
町

ロ
ケ
ッ
ト
」
の
撮
影
が
行
わ
れ
て
い

た
。
「
ド
ラ
マ
は
見
て
い
な
か
っ
だ

ん
で
す
け
ど
、
本
を
読
ん
だ
。
面
白

い
」
。
中
小
企
業
鴻
佃
製
作
所
の
人

々
が
挫
折
や
困
難
を
克
服
し
て
、
ひ

た
む
き
な
努
力
で
大
き
な
成
功
を
成

し
遂
げ
た
よ
う
に
、
田
中
も
 
"
正
義

ロ
ケ
ッ
ト
"
を
作
り
上
げ
る
イ
メ
ー

ジ
を
膨
ら
ま
せ
た
。

「
も
っ
と
下
半
身
や
肩
甲
骨
周
り

の
筋
力
が
つ
い
た
ら
、
今
相
割
の
力

で
出
て
い
る
1
5
5
漬
が
、
 
8
割
の

力
で
出
る
か
も
し
れ
な
い
。
残
り
の

2
割
は
考
え
な
が
ら
投
げ
る
余
裕
が

で
き
る
。
今
の
実
力
が
川
だ
と
し
た

ら
、
穏
に
も
拓
に
も
な
る
可
能
性
が

あ
る
」
。
描
く
青
写
真
は
未
知
数
。

理
想
に
近
づ
け
ば
、
巨
人
の
沢
村
、

菅
野
が
大
学
時
代
に
マ
ー
ク
し
た
神

官
学
生
最
速
の
1
旺
7
故
を
一
気
に

飛
び
越
す
こ
と
も
十
分
に
司
能
だ
。

コ

全
国
ネ
ッ
ト
〆

「
や
ば
い
で
す
」

画
グ
な
感
覚
が
湧
い
て
き
た
。
渡
さ
れ
た

憤
れ
な
い
光
景
の
連
続
に
不
思
議

ヽ
箇
)
し
た
た
め
る
と
、
テ
レ
ビ
カ
メ
ラ
6

色
紙
に
「
大
学
日
本
一
」
と
目
標
を

台
を
含
む
拐
社
約
関
人
の
視
線
が
全

身
に
集
ま
っ
た
。
「
注
目
を
乗
り
越

内
一
》
え
な
い
と
プ
ロ
で
や
っ
て
い
け
な

ゝ
。
今
か
ら
経
験
で
き
る
の
は
プ
ラ

一
買
悶
対
。
で
も
こ
れ
、
全
国
ネ
ッ
ト
は
や

ば
い
で
す
」
と
、
思
わ
ず
苦
笑
い
を

い
よ
い
よ
迎
え
た
チ
ー
ム
の
始
動

存
啓
一
日
は
、
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
や
坂
道
ダ

ッ
シ
ュ
な
ど
で
汗
を
流
し
た
。
そ
の

姿
に
国
内
8
球
団
招
人
の
ス
カ
ウ
ト

L
間
)
が
熱
視
線
を
送
り
、
「
意
識
し
な
い

| と言っ
た
ら
ウ
ソ
に
な
る
」
と
本
音

を
漏
ら
し
た
。
す
で
に
日
木
ハ
ム
、

楽
天
は
1
位
指
名
を
公
言
。
特
に
巨

人
は
、
山
下
ス
カ
ウ
ト
部
長
と
吉
武

ス
カ
ウ
ト
が
そ
ろ
っ
て
視
察
。
日
本

・
ハ
ム
も
2
人
体
制
と
い
う
熱
の
入
れ

よ
う
だ
。
「
右
の
本
格
派
で
ス
ト
レ

ー
ト
で
三
振
が
取
れ
る
。
上
原
(
浩

治
)
 
以
来
の
大
物
投
手
じ
ゃ
な
い
か

『
旧
な
」
と
同
部
長
。
大
卒
1
年
目
に
2
0

勝
で
投
手
部
門
の
タ
イ
ト
ル
を
総
ナ

メ
に
し
、
現
在
は
メ
ジ
ャ
ー

神
宮
学
臼
鰯

正
義
(
た
な

か
・
ぜ
い
ぎ
)
1
9
9
4
年
7
月
佃
烹

日
、
横
浜
市
生
ま
れ
。
罰
歳
。
小
1
か
匠
詠
球

を
始
め
、
創
価
高
で
1
年
夏
に
背
番
号
1
も
っ
右

』
外
野
手
に
。
創
価
大
で
投
手
復
帰
。
昨
年
は
蒙
の

'
戦
か
ら
5
0
イ
ニ
ン
グ
連
続
無
失
点
を
継
続
レ
ブ

|
リ
ー
グ
初
の
防
御
率
0
・
∞
。
リ
ー
グ
戦
通
算

1
敗
。
大
学
日
本
代
表
で
は
、
昨
年
6
月
の
N
F

》
戦
で
7
者
連
続
奪
三
振
。
同
7
月
の
ユ
ニ
鱒
I

ド
夏
季
大
会
は
エ
ー
ス
と
し
て
優
勝
。
卜
8
・

一
引
漬
。
右
投
右
打
。

創
価
高
時
代
に
右
肩
痛
で
外
野
早

に
転
向
し
た
が
、
恵
ま
れ
た
体
格
を

見
込
ま
れ
て
、
大
学
で
再
び
投
手
へ

戻
っ
た
『
「
大
学
か
ら
投
手
を
再
闇

し
て
、
‾
唄
年
し
か
た
っ
て
い
な
い
の

で
、
ゴ
ー
ル
は
見
え
て
い
な
い
。
戸

う
い
う
カ
タ
チ
に
な
る
の
か
、
今
裕

経
験
を
積
ん
で
い
っ
て
見
え
て
く
る

と
思
う
」
。
ど
こ
ま
で
伸
び
て
い
く

の
か
、
全
球
団
が
期
待
に
胸
を
膨

ま
せ
て
い
る
。
 
(
坂
本
遠
洋
)

ill
ドラフトの超目玉候補、創価大・

駒が始駈しキ:ャラチポールなどて

球
団
以
上
8
人

【
8
球
団
】

8
9
野
茂
英
雄
目
投
・
新
日
鉄
堺

∞
小
池
秀
郎
口
授
・
亜

大

人
が
抽
選
に
参
加
し
'
'

た
の
は
、
9
5
年
福
留
、
一

0
7
年
大
場
(
と
も
に
外
れ
)
ム
ノ
鴛
戌
一

の
2
度
だ
け
。

Y
・
‥
巨
人
が
3
球
団
世
上
競
血


